
施策
0301 福祉の充実と多様性の尊重

　疾病や社会的理由から支援を必要とする生活困窮者や
ひとり親家庭は、年々増加の傾向にあり、それに伴い社
会保障費※1も増加しています。
　「持続可能な福祉」の視点から、これら支援を必要とす

る世帯や障がい者が安心して必要なサービスを受けなが
ら自立して社会参加ができるよう、地域で支え合う取組
が重要です。

※1 �社会保障費：P17参照用語解説用語解説

と現状 課題

　誰もが安心して必要なサービスを受けながら、自立して社会参加ができる持続可能な福祉を目
指します。

 一人ひとりが希望を持ち主体的な生活を営むことができるまち 
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�※1 �地域福祉活動：市民の積極的な参加のもと、行政、自治会、社会福祉事業者、ボランティア団体等が協力し
合い、地域の福祉をつくりあげるための活動

用語解説

　障がい者や経済的支援を必
要とする世帯が、安心して生
活できるよう支援を行うこと
で、自らの決定に基づき主体
的に社会参加することができる
ような環境づくりを
進めます。

03
自立支援と社会参加

の促進

　きめ細やかな相談体制や各
種制度の周知により、ひとり親
家庭への支援体制を充実させ
ます。

02
ひとり親家庭支援体制

の充実

　社会福祉協議会や民生委員・
児童委員など各関係機関と連
携し、地域福祉活動を促進し
ます。

01
地域福祉活動※1 の促進

　地域におけるふれあい活動
の場として有効に活用できるよ
う施設の充実を図ります。

05
福祉施設の充実

　障がいのある人もない人も
市民としてお互いを支え合い尊
重しながら安心して楽しく暮ら
すことのできるまちづくりを進
めます。

04
お互いを尊重し合える

まちづくり

な必要 取組
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施策
0302 高齢者福祉の充実

※1 �社会保障費：P17参照　　　※2 �介護予防：P37参照　　　※3 �在宅医療：P36参照用語解説

　伊達市では高齢化が進展し、高齢化率は34.6％となっ
ており（2015年国勢調査）、高齢者が心身ともに健康で
地域社会の一員として活動でき、住み慣れた地域で安心
して暮らすことができる社会の形成が必要となっていま
す。
　今後は、支援を必要とする高齢者が増え、ひとり暮ら
しや認知症の高齢者の増加も見込まれることから、介護

保険などの社会保障費※1 の増大が予想されます。この
ため、高齢者の健康増進や介護予防※2に力を入れると
ともに、生活支援サービスの充実、在宅医療※3と介護
の連携推進、更には住民同士の支え合い・助け合いなど
による高齢者の支援体制を構築することが重要です。
　また、高齢者の就労促進や、その経験を生かして地
域で活躍できる場や機会を創出することも重要です。

と現状 課題

　高齢者が住み慣れた地域で生きがいを持ちつつ、健康で豊かな生活を送ることができるまちづ
くりを目指します。

 いきいきと暮らし、経験を生かしながら  
 長寿を楽しむことができるまち 
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※1 �地域包括支援：P53参照用語解説

　高齢者が地域でいきいきと
暮らすことができるよう、生き
がいと健康づくり、介護予防
に関する取組の充実を図りま
す。

01
高齢者の生きがいづくり

の推進
　高齢者が安心して暮らせる
地域社会に向け、住環境や介
護基盤の整備とともに地域に
おける支え合いの体制づくりを
中心とした生活支援体制の構
築を進めます。

02
高齢者支援体制の整備

　いつまでも住み慣れた地域
で生活できるよう、医療と介護
の連携による支援体制の構築
や認知症対策の充実に向けた
取組を推進します。また、必
要な介護保険サービスの確保
に努めるとともに、給付費の適
正化を図ります。

03
地域包括支援※1 体制の 

充実

な必要 取組
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施策
0303 健康づくりの推進

※1 �健康寿命：P17参照　　　※2 �食育：P33参照用語解説

　健康でいきいきと暮らすことは全市民の願いです。高
齢化の進行に伴い、健康寿命※1 の延伸につながる取組
がますます重要になってきます。また、母子保健では子
育てに寄り添い子どもたちの健やかな育ちを支援する取
組も重要となっています。
　伊達市では、総合病院である伊達赤十字病院の安定
的な医療体制の整備が求められ、地域の医療機関との

連携強化も重要となっています。また、市民を対象とし
た各種健（検）診や健康に関する情報発信など、市民自ら
の健康に対する意識を高めるための取組も重要です。
　これからは市民の健康を支え、守るための環境整備や、
生涯にわたって心身ともに健康でいるための食育※2 の推
進に向けた取組とともに、総合的な健康づくりを進めて
いくことが必要です。

と現状 課題

　市民の健康に関する悩みを解消し、身近な地域で主体的に健康づくりに取り組むことができる
まちづくりを目指します。

 一人ひとりが主体的に健康づくりに取り組めるまち 
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※1 �生活習慣病：毎日の食生活や運動などの生活習慣が深く関わって引き起こされる病気
※2 �健康づくりサポーター：日頃の活動を通して市民の健康づくりを支援している関係団体・企業・グループなど

用語解説

　生涯にわたって心身ともに健
康でいるための全市民を対象と
した食育事業の充実を図りま
す。また、「だて歴史の杜食育
センター」を活用し、広く食育
に関する情報発信を
行います。

04
食育事業の推進

　妊娠期から切れ目のない支
援として、各種健診や健康相
談などを実施し、子どもの健
やかな育ちを促し育児の不安
を解消し、安心して子育てがで
きる環境づくりを推進します。

02
子どもの健やかな

育ちへの支援

　市民一人ひとりが健康意識を
高め、望ましい生活習慣を身に
つけるとともに、定期的に健（検）
診を受診し、生活習慣病※1の
発症と重症化を防ぎます。また、
健康づくりサポーター※2 等との
協働により市民の健康づくりを
支える環境づくりを行い、健康
寿命延伸につながる
取組を進めます。

03
市民による健康づくり

の推進

　市民の誰もがいつでも必要
な保健医療サービスが受けら
れるよう、医師の確保など安
定的な医療体制の充実を図り
ます。また、安心・安全で健康
な生活を支えるための環境整
備を推進します。

01
保健医療サービス体制

の整備

な必要 取組
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